
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

一生懸命に声を出し、先生からの質問に対しても、誠意をもって答える等して、前向きに

授業を受けている人がどのクラスにもいます。頑張ってくれている人のおかげで、授業に活

気や集中する雰囲気ができています。ちょっとおとなしい人もリードしてくれる人のおかげ

で声を出すことができます。 

時には、そうでない人もいます。注意をすると、「なんで、わたしだけですか」とか「○

○君もやってないですよ」というような雰囲気が見られることもあります。家では「○○ち

ゃんもしよらんし」とか「みんな勉強しよらんもん」等言ってませんか。生活面でも同じで

す。決まりを守らず、注意を受けて「自分だけではない」という意識をもっていれば、安き

に流れてしまいます。このような姿勢では何事も伸びていきません。自分自身に反省が向け

られていないのです。 

周りに目を向けると、一生懸命に努力している人が何人もいるはずです。頑張っていない

人に基準をもっていくのではなく、頑張っている人の姿勢に近づくように努力していけば、

きっと成長するはずです。そして、頑張る姿勢が学級や学校に浸透していくと、自分もそれ

に乗せられて伸びていくのです。 

勉強も部活も生活も、一生懸命に頑張っている人の基準に向かって、それを越えるように

努力していかねばならないのです。それが健全な競争です。教室の中に前向きで明るい学び

合いができるよう頑張っていきましょう。 
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